
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学期始めに流行するインフルエンザが、今年は１１月末に流行が始まりました。中学校は、期末考査の直前で

体調不良・発熱が目立ちましたが、感染の拡大にはならず、ホッとしているところです。 

かかってしまうのは、仕方ないことです。予防していてもかかってしまうことは多いです。大切なのは、「イン

フルエンザの感染の疑いがあった場合は、無理をしない。」ということです。実は、インフルエンザは発症(熱など

が出る前)の１日前から感染力をもっていると言われています。学校で感染が拡がる原因として、無 

理して学校に来て、一気に感染が拡大するケースが多いです。早めのお休みが、集団感染を防ぐ鍵と 

も言えます。いよいよ３年生が受験シーズンにさしかかります。インフルエンザを「拡げない配慮」 

を全校で行い、３年生が良いコンディションで受験に挑めるように、皆で応援していきましょう！ 

 インフルエンザの疑いがある場合の診療所受診時の注意事項

を聞きました。とにかく「受診の前に、診療所に連絡を入れて

ください。」とのことです。感染の拡大状況をみて、場合によっ

ては受付時間が指定されたり、別の入口から入ってもらうなど 

の、具体的な指示があるそうです。 

通常の外来受付で他の患者さんと一 

緒に受付開始時間を待つのではな 

く、必ず診療所に連絡して、指示に 

従ってください。 

インフルエンザ予防接種実施日  

３学期の流行に備えてください！ 

     １２月６日、１３日、１７日 

受付：午後２時３０分～４時３０分 

令和元年１２月２日 

     (２年生は５日配付) 

Ｎｏ．１５ 小笠原中学校 保健室 

 

～1２月の保健目標～ 
 

インフルエンザに 

気をつけよう！ 

１２月の補食･食育内容  

５日(木) ヨーグルト 

１１日(水) 食育講話 

ヨーグルト 

１７日(火) お弁当の日 

２４日(火) ヨーグルト 

飲料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 当日は、小中高の教職員、保護者、保育園や社協などの地域の方、合計で４１名の参加をいただきました。 

講演会の前に、小中の保護者の方に「お弁当調査票」の協力を呼びかけ、栄養士さんに栄養計算をしてもらいま

した。小・中学校共に１５名、計３０名の回収がありました。内地の給食の基準値と比較することで、実際摂れて

いる量や不足しがちな栄養について、初めてデータを集め、把握することができました。講演では、「運動と食事

の関係」、「内地の学校給食のしくみとお弁当との比較」などの話をいただきました。内容の一部を紹介します。 

今回の講演会は、小中高の養護教諭が連携し、保護者の皆様のご協力、そして都と村の栄養士さんのご協力があっ

て実現できたものです。まさに小笠原でしかできない連携です。小中高の身長・体重・体力テストの平均値を一つの

グラフにでき、それを参加者全員で共有できるということ。「お弁当調査票」を記入するため差し出した生徒達。材

料の重さを一つずつ測り、お弁当のデータを集めてくださった保護者の皆様。栄養計算と講演会をしてくださった栄

養士さん。内地に比べたら小さな島かも知れませんが、やっていることはすごく大きなことです。なぜなら、地域全

体で子どもたちのことを思い、考え、実践できる島だからです。島の子どもたちは本当に大切にされていると改めて

感じました。「支える一員」として、これからも頑張っていきます。ご協力ありがとうございました。 


